第２章　気象
年間概況
　昭和52年の大阪の年間気象は、平均気温で16.7度（平年より1.1度高い）、同湿度63パーセント（平年より8パーセント低い）、降水量1,061.5ミリ （平年より328.4ミリ少ない）であった。
　季節的には、気温で１、２月が平年よりも低く冬型の気圧配置が続いたが３月以降は概して平年より高かった。又、湿度は年間を通して低湿であり、降水量においては夏場が特に少雨であった。
月別概況
１月：上旬は極うずが分裂して中緯度まで南下し、日本付近では気圧の谷が日本の東側に存在するいわゆる東谷の状態が続いた。地上では顕著な冬型気圧配置が持続し日本海側では大雪となった。その後冬型がゆるみ、上旬末から中旬のはじめにかけては気温も上って平年より３度から４度高く太平洋側では空気の乾燥状態が続いた。下旬は再び冬型となり日本海側は低温で小雪状態が続いた。
２月：１月に続いて日本付近はカムチャッカ付近が強い低圧部となり東谷が続いた。このため強い冬型気圧配置は２月に入っても衰えず記録的な低温と大雪となり、38年豪雪以来の寒波となった。下旬に入り移動性高気圧におおわれるようになり暖かくなってきた。
３月：アリューシャン低圧部は急速に衰え、北太平洋高気圧が著しく発達したが、シベリア高気圧も発達し強い冬型気圧配置が持続し、日本海側を中心に大雪や異常低温となった。９日には沿海州を非常に発達した低気圧（春一番）が通ったが大きな影響はなかった。中旬以降は大陸高気圧が移動性となり気温も上ってきたが前線が西日本の南岸に停滞しやすくなり天気はぐずつき菜種梅雨となった。台風第１号は28日発生したが、30日には消滅した。
４月：日本付近は北日本を中心として本邦付近に気圧の谷があり、西日本は東西流からやや西南西流の入りやすい場であり、月初め好天が続いたが中旬以降は日本海を発達した低気圧が通り曇雨天の日が多かった。しかし、月末には移動性高気圧におおわれ好天となったが、明け方冷え込み近畿北部で晩霜の発生した所もあった。
５月：月はじめ前線が南岸沿いに停滞していたため、曇雨天の日が続き、その後移動性高気圧におおわれ気温も上った。中旬の中頃、沿海州からレナ川上流にかけ尾根が発達し、一方日本の東海上で気圧の谷が深まったため寒気が南下し、朝晩はかなり冷え込んだ。
６月：極東では環流の変動が大きかったため、高温と低温、好天と悪天が繰返された。上旬のはじめ西日本は高気圧におおわれ、晴れの日が多く気温も連日上昇し５日の最高気温は平年より6.4度も高い32.4度を記録した。その後南海上の前線は活発となり７日梅雨入りとなった。中旬から下旬にかけ曇雨天の日が多く、日本海沿岸や瀬戸内の沿岸海上でしばしば霜が発生した。
７月：梅雨前線の活動が弱かったため、雨量は少なく気温は高目に経過し、11日には早くも熱帯夜となり、13日には真夏日となった。その後山陰沿岸ぞいにあった梅雨前線が徐々に南下し、前線周辺で雷雨が発生したが、太平洋高気圧が次第に強まり、西日本をおおった20日近畿地方では梅雨明けとなった。下旬以降は夏型の天気となり、月末まで真夏日が続いた。
８月：夏型の晴天が続き真夏日が７日まで続いたが、高緯度で２波数が卓越、極東では寒気の南下が目立ってきた。このため８日隠岐地方に大雨、中旬以降近畿地方は比較的雲が多く西日本は低温傾向となった。雨量は京阪神で少なく、大阪における降水量の平年比は41パーセント、びわ湖の水位は危険水位まで低下した。
９月：月はじめ太平洋高気圧が西日本をおおい残暑がきびしかった。また近畿各地に雷が頻発した。台風９号（沖永良部台風）の影響により10日紀伊半島の南東斜面に200ミリから250ミリ、日出岳に565ミリの豪雨があったが、中旬末までさわやかな秋晴れが続いた。下旬はじめから月末まで北高型となり曇雨天の日が多かった。
10月：上旬は周期的な天気変化だったが、その後西日本は月末まで帯状の高気圧におおわれ、大阪では９日から30日までの22日間晴天が続き記録的な高温となった。
　月平均気温は平年より2.1度も高い19.7度、日照時間も235.5時間と開設以来第１位となった。台風は14号から18号まで発生したが、日本の東方海上を通りほとんど影響なかった。
11月：全般に周期的な天気変化をしたが、寒気は中国大陸方面に南下傾向が続いたため暖かい日が多く、大阪における上旬の平均気温は平年より3.9度も高い17.8度で上旬として開設以来第１位だった。この暖かさは中旬頃まで続き、下旬に入りようやく寒波が到来し各地に初霜を観測した。
12月：高気圧が移動性となり低気圧が日本海を通ることが多かったため、秋からの高温傾向が続いた。月はじめ一時冬型となったが寒気は西日本まで南下せず暖かい日が続いた。本格的寒波が21日に到来し、近畿北部に初雪を観測したが長続きせず月末には気温はかなり高かった。
